
分野 分類 主な発言内容

農業振興

◇耕作放棄地の対策について、どのように取組むか示してほしい。
◇耕作放棄地の問題など、農地や山を守っていくことについて総合計画の中に
　どのように反映していくのか具体的に考えてもらいたい。
◇地産地消の取組みについて、食の自給率が向上していない。食育とからめて
　もっと推進し、食に対する市民意識の向上を計画に反映してもらいたい。

林業振興

◇森林に囲まれている宍粟市では山を大切にしていく必要がある。また、農地の
　保全などとあわせ、農林業を大切にして商工業に活かしていくことが基本である
　と思う。
◇広報誌に森林整備について特集があった。積極的に推進していってもらいたい
　が、宍粟市には急峻な山が多いので、無理に作業道などの整備をすることで逆に
　山を壊してしまうようなことのないよう　十分な対策をもって取組んでほしい。
◇林業施策の推進にあたって、国有林、県有林、私有林などあるが、どんな山で
　あってもできるだけ統一的に取組んでもらいたい。また、木材の利活用など、有効
　資源の活用についても計画に十分に反映してもらいたい。
◇有害鳥獣対策も含め、山を大事にしていくという方向性を示してもらいたい。

観光振興

◇スキー場の運営は業者に委託するのではなく、徐々に市に業務を移していき、
　地元住民の雇用の確保に努めてもらいたい。
◇カヌーイベントは、もっと多くの人が参加できる状況をつくってほしい。
◇昔あったトロッコ道を復活させるなど、国有林を活かした観光。
◇商工会支所の廃止により地域の観光振興イベントがこれまでどおり開催できる
　か心配である。地域による運営が困難な場合は行政主導というかたちでお世話
　になりたい。
◇山崎には「道の駅」がない。地域振興の核として今後は必要だと思う。
◇道の駅は宿泊や訪問者の交流空間も兼ねた施設であるといい。
◇山崎の旧町には寺社などすばらしい観光資源がある。また、酒蔵や銘菓もある。
　旧町内から最上山一帯までを一つの核として、交流人口を増やしていくまちづくり
　を考えてもらいたい。
◇まち歩きガイドの支援。

生活景観
◇空き家の問題は自治会に任せるのではなく、市として積極的に関わっていく
　べき。
◇空き家対策が必要である。

道路整備

◇山崎・千種間には２つの峠があるが、暴風雨などの悪天候時には非常に危険
　であるため、ここをトンネル化するよう県に働きかけてもらいたい。また、トンネル
　化により山崎・千種間の時間短縮につながる。
◇千種が遠いと感じている理由のひとつに道路事情があるのではないか。
◇南（姫路）方面に向けて通勤されている方も多いが、北（鳥取）方面に向けて快
　適に移動できる道路があってもいいと思う。
◇岡山県と宍粟市をつなぐ国道429号（志引峠）のトンネル化を検討してほしい。

公共交通 ◇新宮駅からの鉄道路線の整備。

幼児教育 ◇幼稚園における３歳児教育は週５回実施してほしい。

学校教育

◇スキーやカヌーは宍粟市の子どもが全員できるような教育を考えてほしい。
◇今後も市内にある３つの高校はぜひ存続させてほしい。
◇はちはちバスを利用して千種高校に通学している生徒には何らかの助成をして
　もらいたい。

スポーツ

◇波賀メイプルスタジアムは芝生化してはどうか。そうすることで、救急ヘリの離発
　着の際には消防署による散水作業が不要になり効率がよくなる。また、プロ野球
　などによる施設利用が増えるのではないか。
◇波賀地域は積雪期間が長いため、多目的ドームが必要である。

　健康・福祉 子育て支援
◇少子化対策について、子どもが産まれるとたくさんのお金を贈呈するなど、他に
　は例のない市として独自のアイデアで取組んでもらいたい。

第２次総合計画策定に向けた「地域別タウンミーティング」　開催記録（概要）

　教育・文化

　生活基盤

　産業



　まちづくり 参画と協働

◇こういった意見交換の場において、行政側はどうすれば参加者から多くの意見
　が引き出せるかを考えてもらいたい。また、市民はもっと積極的になる必要があ
　る。
◇公のうえでは婦人会という組織はなくなったが、地域には何らかのかたちで女性
　組織は残っているので、もっと女性が参画できる場づくりにしてほしい。
◇このような意見交換の場を設けることは良いことである。こういうかたちでないと
　市長と面と向かって対話できることはないので、市民にとっていい機会である。

　行財政
公の施設の
活用

◇学校の統廃合により生じた空き校舎は、地域との連携により学童保育などに
　活用し、定住促進につなげていく。

　その他

◇宍粟市は揖保川水系と千種川水系では違った面があると思う。総合計画の策定
　にあたっては、これらを同一に考えることは簡単ではない。
◇市政運営にあたっては、市民局をもっと活用する必要がある。
◇市が主催する講座やイベントは山崎で開催されることが多いため、宍粟市には
　中心地と周辺地に格差があると感じている。
◇第2次総合計画の策定にあたり、市は何を一番に見据えて取組まれるのか。
　ナンバーワンよりオンリーワンの施策を考えてほしい。
◇人口減少が続いているが、これは市民局が縮小されたことが原因ではないか。


